


ごあいさつ

　おかげさまで、弊社は平成20年1月の営業開始以来、今日まで順調に顧客数を伸ばし、大幅な業容

拡大と飛躍的な企業成長を遂げて参りました。これもひとえに皆様のご支援の賜と、弊社役職員を

代表いたしまして厚く御礼申し上げます。

　当会計年度（平成21年4月～平成22年3月）におけるわが国の経済は、いわゆるリーマンショック

以降の景気低迷からの回復の兆しが見え始めましたが、依然、国内民間需要の自律的回復力は弱く、

とりわけ中国を主体とするアジア新興国の外需により、かろうじて持ち直しの趨勢を維持した

という感があります。

　弊社の属する損害保険業界も、この金融危機による痛手から回復したものの、近年における国内

保険市場の成熟化および内需低迷の経済情勢を色濃く反映し、全般的に収入保険料の伸び悩みが

続いており、平成21年度では約2.5%の減収（日本損害保険協会加盟27社の元受正味保険料合計）と

なり、一方で損害率も4年連続で悪化するなど、大変厳しい経営環境が続いております。更に当期は

保険法の制定等の制度改革に加え、国内大手損保の再編が加速するなど保険業界は様々な側面で

とりわけ変化の激しい年度となりました。

　他方、「ネット損保」である弊社も属するインターネット業界においては、当期はインターネット

広告の市場規模が初めて新聞の市場規模を追い抜くなど、人々の生活において従来のメディアと対照的に

ネットの重要性は益々高まってきております。特に最近ではソーシャルメディアとしての発展が著しく、

インターネットはもはや単なる情報入手ツールではなく、一般の人々が自ら気軽に情報発信できる

情報プラットホームへと進化しており、かつて情報提供者と消費者との間にあった「情報格差」は

確実に減少し、「売り手の声」より「多くのユーザーの声」に情報の真の価値を見出す人達も多くなって

きております。

　私たちSBI損保は、「来るべきネット社会に相応しい保険会社とは何か？」を常に考えていきたいと

思います。IT（情報技術）を駆使し、従来の保険事業における募集コストおよび業務コスト等の徹底的な

低減を図り、より低価格の保険料を提供することで従来の中間コストをお客様へ還元していきたいと考えて

おります。また、高度化、複雑化する社会において人々がより安心して社会生活を送ることができますよう、

より高い「安心」をお届けするよう、様々なサービスの開発や拡充にも努めて参りたいと考えております。

今後とも一層のご愛顧、お引き立てを賜りたく、よろしくお願い申し上げます。

SBI損害保険株式会社
代表取締役社長
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